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１． はじめに 

競泳は日本人の得意なスポーツとされている[1]．競泳の

練習は指導者が目視で泳動作を確認し，指導するという方

法が一般的であった．今後，目視はもちろん，泳動作につい

て客観的に分析することが必要とされている．そこで，泳者

の腰につけたウェアラブルセンサから取得される情報を基

に泳動作の分析を行うことで，より手軽で正確に泳動作を

分析・表示するシステム[2]の構築を行う．本システムは「情

報入力」，「データ分析」，「結果閲覧」で構成されている．

本稿ではセンサデータの校正に関する研究について述べる． 

2 ．システムの概要 

システムの概要を図 1 に示す．このシステムは，競技者

が測定した競技中の加速度データをデータベースに入力し，

記録されたデータを基に HTML形式の「結果レポート」を

生成するシステムである．  

 

 

図１ システム概要図 

しかし現段階では，センサの積分による速度算出では，

速度値に正確性が欠けている．そこで，信頼できる速度値

と比較し，計算法の妥当性を確認する必要がある．本研究

では，電動雲台を用いて撮影した映像から，速度を算出す

るシステムを開発した．速度算出システムでは，雲台を一

定速度で選手を追尾する様に撮影し，撮影動画から選手が

画面中心から離れたズレ分の差分を取得する．雲台が回転

した角度と時間から角速度を求め，角速度からズレ分の差

分を取ることで速度を求めることができる． 

 

 

図２ 速度算出システムの構成図 

3．評価実験 

評価実験として，速度算出システムによって求められる

速度の正確性を検証する実験を行った．今回の実験では，

一定速度で移動する特徴点の速度との比較を行う実験を行

った．  

実験方法しては，モータと紐を使用してベルト状に結ん

だ紐をモータに繋げ，自動車のタイミングベルトのような

形にする．紐には特徴点として，角度が変化しても直径が

変わらない真円状の赤色のボールを取り付けた． 

 速度算出システムより求めた速度，またその平均速度

と，撮影距離と時間から求めたボールの平均速度をグラフ

より比較した．実験結果を図３に示す． 

 

 

図３ 実験結果 

実験結果のように，速度算出システムで移動体の速度を

計算できることが分かった．また開始後，速度値が減少し

た様子がグラフから分かる．この点について，モータが最

高速度に達した時に，紐の弛みによって加速が落ち，偏差

が発生したことで速度が減少したと考えられる． 

4．まとめ 

 本研究では，電動雲台を用いて移動物体の抽出すること

で速度推定を行うシステムの開発を行った．また評価実験

により，算出の正確性を実証することができた．今後は，ウ

ェアラブルセンサを用いた速度推定と速度算出システムの

速度推定を比較する実験を行い，加速度による速度計算法

を検討する． 
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